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主な
内容

●合併契約調印式の模様・第４２回金婚祝賀会開催 ………
●第46回水戸市社会福祉大会を開催…………………………
●敬老会開催・老人福祉センター作品展示発表会開催 ……
●ご芳志ありがとうございました ……………………………
●ボランティアセンターだより ………………………………
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社会福祉協議会（社協）は、「だれもが元気で安心して暮らせる福祉のまちづくり」を進めています

　

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
保
立
武
憲

会
長
）
と
水
戸
市
社
会
福
祉
事
業
団
（
秋

葉
欣
二
理
事
長
）
は
平
成
28
年
4
月
1
日

に
合
併
す
る
運
び
と
な
り
、
11
月
2
日
、

水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館
に
お
い

て
合
併
契
約
調
印
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
水
戸
市
に
お
け
る
福
祉
の
推

進
は
、
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域

福
祉
事
業
を
、
水
戸
市
社
会
福
祉
事
業
団

が
高
齢
者
及
び
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

を
主
に
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
合
併
は
、
市
民
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
と
地
域
福
祉
施

策
の
総
合
的
推
進
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、

水
戸
市
及
び
両
団
体
で
検
討
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　

多
様
化
す
る
福
祉
課
題
に
対
し
て
、
よ

り
専
門
性
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、地
域
福
祉
推
進
の
拠
点
と
な
る
た
め
、

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
水
戸
市
社
会
福
祉
事
業
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　合
併
契
約
調
印
式
を
開
催



　　社協の各種事業には、赤い羽根共同募金の助成金が活用されています。
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高
橋
靖
水
戸
市
長
、
村
田
進
洋
市
議
会
議
長
を
始
め
両
団
体
の
役

員
及
び
約
30
名
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
合
併
契
約
調
印
式
が
挙
行

さ
れ
、
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
水
戸
市
社
会
福
祉
事
業
団
の
両

団
体
の
会
長
及
び
理
事
長
が「
合
併
契
約
書
」に
調
印
を
行
い
ま
し
た
。

茨城県水戸市赤塚 1 丁目 1 番地
社会福祉法人 水戸市社会福祉協議会
会　　長　　　保　立　　武　憲

　平成２８年４月１日社会福祉法人水戸市
社会福祉協議会は、社会福祉法人水戸市社
会福祉事業団を合併して存続し、社会福祉
法人水戸市社会福祉事業団は解散する旨を
理事会及び評議員会において議決しました
ので、この合併に対し異議のある債権者は、
本公告記載の翌日から２月以内にその旨を
お申し出ください。

茨城県水戸市河和田町１２３番地の１
社会福祉法人 水戸市社会福祉事業団
理 事 長　　　秋　葉　　欣　二

社会福祉法人合併公告

合
併
契
約
調
印
式
の
模
様

祝辞を述べられる高橋靖水戸市長（左）と村田進洋水戸市議会議長

調印式には多くの関係者が出席 合併契約書に署名する保立会長（左）と秋葉理事長

　

結
婚
50
年
を
お
祝
い
し
て
第

42
回
金
婚
祝
賀
会
（
水
戸
市
、

水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
共

催
）
が
11
月
16
日
（
月
）、
水

戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
会
場
に
開

か
れ
、
２
５
２
組
の
ご
夫
妻
が

招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
主
催
者
や
来
賓

の
方
々
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

贈
ら
れ
、
代
表
の
二
組
の
ご
夫

妻
に
祝
詞
と
花
束
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

第
42
回

金
婚
祝
賀
会
開
催

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
ア

マ
ー
ビ
レ
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
が
行
わ

れ
、
会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

園児による花束贈呈



　　皆さまより集められた社協会費は、各種事業に活用されています。
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式典の様子

【
表
彰
状
】

○�

多
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・
主

任
児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉

の
推
進
に
貢
献
（
２
名
）

　

川
田
久
仁
美　

川
﨑
操

○�

多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
団
体

役
員
と
し
て
会
の
運
営
発
展
に

貢
献
（
４
名
）

　

 

佐
々
木
国
雄　

板
越
文
雄

　

鈴
木
浩
三　
　

青
山
保

○�

多
年
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
推

進
に
貢
献
（
６
団
体
・
５
名
）

 　

 

水
戸
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
の
会　

緑
岡
支
部

　

水
戸
市
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
の
会　

見
川
支
部

　

水
戸
市
吉
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

絵
手
紙
教
室

落語家�林家花丸さんの講演

受賞者代表　小川喜治様の謝辞

　

平
成
₂₇
年
₁₀
月
₁₅
日
（
木
）、
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
『
第
₄₆

回
水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
』（
水
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
橋
靖
水
戸
市
長
を
は
じ
め
、
来
賓
ご
臨
席

の
下
、
２
０
４
名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

多
年
に
わ
た
り
福
祉
向
上
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
の
顕
彰
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
落
語
家 

林
家
花
丸
さ
ん
の
「
笑
い
は
百
薬
の
長　

快
適
な
生
活
は
笑
い
と
健
康
か
ら
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、

明
る
く
楽
し
い
語
り
口
調
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

岩
間
あ
す
な
ろ
会

　

歌
謡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
栗
崎

　

菅
谷
忠　
　

塙
桃
子

　

熱
田
公
子　

大
内
義
子

　

中
川
美
春

 

顕
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

○�

多
年
に
わ
た
り
社
協
関
係
役
員

と
し
て
会
の
運
営
及
び
地
域
福

祉
の
推
進
に
貢
献
（
₃₄
名
）

　

村
上
孝
子　
　

蔀
彰
男

　

中
井
川
正
次　

佐
々
木
国
雄

　

田
村
敏
子　
　

小
田
倉
実

　

小
川
喜
治　
　

海
老
澤
多
恵
子

　

渡
邉
昇　
　
　

立
原
文
男

　

鯉
渕
伸
子　
　

荻
野
行
廣

　

小
圷
明
美　
　

片
根
佳
子

　

田
村
良
子　
　

笹
沼
進
三

　

飯
村
裕
子　
　

渡
辺
政
明

　

安
藏
行
男　
　

大
槻
次
男

　

網
代
桂
子　
　

木
村
壮
一

　

高
阿
田
恵
代
子　

鈴
木
サ
チ
子

　

伊
藤
勝
子　
　

遠
藤
勝
子

　

小
貫
慶
子　
　

軍
地
美
代

　

平
根
治　
　
　

荻
谷
美
津
子

　

藤
井
ユ
リ
子　

木
村
節
子

　

黒
澤
哲
夫　
　

谷
と
み
子

【
感
謝
状
】

�

○�

社
協
、
福
祉
施
設
・
団
体

に
協
力
共
助
し
社
会
福
祉

の
増
進
に
貢
献
（
６
団
体
・

３
名
）

　

真
如
苑
水
戸
支
部

　

水
戸
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

　

水
戸
遊
技
場
組
合

　

財
団
法
人 

茨
城
新
聞

文
化
福
祉
事
業
団

　

与
三
郎
庵

　

株
式
会
社  

丸
越

　

安
嶋
ゆ
り
子　

友
部
英

　

飛
田
廣
實

【
褒
　
状
】

○�

多
年
に
わ
た
り
、
ね
た
き
り
・

認
知
症
高
齢
者
、障
害
者（
児
）

を
献
身
的
に
介
護（
４
名
）

　

 

関
根
佐
代
子　

谷
津
玲
子

　

林
圀
光　
　
　

大
山
敏
宏

水
戸
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

第46回
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赤い羽根共同募金
（10月1日〜12月31日）に

ご協力ありがとうございます

街頭募金の様子

たくさんの市民から善意が寄せられています

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
々
の
日
頃
の
活

動
の
成
果
を
発
表
展
示
す
る
催

し
が
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て

各
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
ま
し
た
。
ち
ぎ
り
絵
や
陶
芸

な
ど
の
作
品
展
示
の
ほ
か
、
歌

謡
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表

も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
�
作
品
展
示
発
表
会
開
催

ちぎり絵展示（あかね荘）

歌謡発表（柳堤荘）

　10 月１日から赤い羽根共同募金運動が全国一斉に
始まりました。
　赤い羽根共同募金は、地域のさまざまな福祉課題
解決に取り組む民間団体やグループ等を応援する募
金です。障がい者やひとり暮らし、寝たきりの高齢
者などの支援を必要とする方々への活動にも助成さ
れています。皆さまのあたたかいご協力をよろしく
お願いいたします。

　

今
年
も
9
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
市
内
各
地
区
で
社
協
支
部

等
の
主
催
に
よ
り
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
赤
塚
地
区
で
は
、

食
生
活
改
善
推
進
委
員
の
手
料

理
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
全

員
で
「
り
ん
ご
の
歌
」
な
ど
を

合
唱
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
荘
地
区
で
は
コ
ー

ラ
ス
の
発
表
が
行
わ
れ
、「
四

季
の
歌
」
や
「
も
み
じ
」
と
い
っ

た
お
な
じ
み
曲
が
披
露
さ
れ
、

明
る
く
の
び
や
か
な
歌
声
が
会

場
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

各
地
区
で

　敬
老
会
開
催

参加者全員で合唱
（赤塚地区）

ハーモニーが
響きわたるコーラス
（新荘地区）
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編 集 後 記

使用済切手・テレホンカード・物品等
齋藤ひさ、水戸更生保護女性会、緑岡地区・常磐台福祉会、サークル・点心、河和田小学校、
小澤一郎、方波見茂、飯野すゑ、見川市民センター、大槻恭子、㈱サンアメニティ茨城支社、
双葉台小学校、棯﨑ひろ子、野菊の会、外岡健夫、飛田美江子、小川元子、四倉文、木内君江、
水戸河和田郵便局、赤塚郵便局、朗読ボランティア「コスモス」、㈱シンエイ石材、園部美喜
子、㈲カネミツ商会、混声合唱団コール水戸、水戸保護観察所社会貢献活動係、川村和雄、
宮下いゑ子、関東エア・ウォーター㈱、日拓測量設計㈱、飛田捷昱、伊藤末子、柳沼久美子、
真下寿宣、ブリヂストンタイヤジャパン㈱、水戸市役所、宇野一枝、藤橋よし江、たがみ行政書士事務所、雑賀大介、水戸市シ
ルバー人材センター手芸サークル、杉山さた、ふれあい食事会せっせっせの会、茨城県水戸土木事務所用地課、社協緑岡支部、
日本ボーイスカウト茨城県連盟水戸第４団、みどり幼稚園父母
の会、田中貴金属販売㈱、水戸市シルバーリハビリ体操指導
士の会見川支部、寿手話クラブ、村上芳子、冨田たま子、東
京計装㈱、清藤光子、和田俊子、小島栄也、あけぼの学園、「四
つばの会」、浜田地区女性会、東水運輸㈱、鈴木邦彦、日本ボー
イスカウト茨城県連盟水戸第２団、舟橋悦子、橋本茂、石崎堯、
宮下かし子、㈱柴建築設計事務所、横田武明、飯田富士子、
音訳ボランティア「こだま」、吉田女性会、杉山キミ、茨城県社
会保険労務士会、ばるーん・レインボー、住谷春枝、俳句結
社ひたち野社、袴塚中央町内会、吉沢学区子ども会育成連合
会、城東女性会、古川文子、水戸市下市郵便局利用者一同、
酒門市民センター、矢口朋子、全司法労働組合茨城支部

水戸市社会福祉協議会　平成27年8月～10月受付分
（敬称略・順不同）

寄付金（社会福祉事業に）
ザ・ストローハッツ、与三郎庵、石川地区コミュニティ連絡協議会ス
ポレク部ゴルフコンペ、みんなで歌おうカラオケ交流会、鶴田喜一
郎、㈱アズパートナーズ（平成27年10月末累計額　489,923円）

みんなで歌おう
カラオケ交流会様より寄付金

与三郎庵様より寄付金ザ・ストローハッツ様より寄付金

　10 月 9 日に BS 日テレで放送された「厳選 2 時
間さんぽ道」、ご覧になられたでしょうか？テレビ

『水戸黄門』に長年出演されていた里見浩太郎さんが、水戸の街を抜
けて偕楽園まで歩く、という内容で、里見さんが使用した地図は、「み
との魅力発信課」で提供しました。実は、水戸市の広報を担当して
いる「みとの魅力発信課」は、フィルムコミッションという業務も行っ
ています。フィルムコミッションとは、映画やテレビの撮影の誘致と
サポートを行うもので、昨年度は、水戸市内で撮影された映画やテレ
ビ番組の内、50 本以上の撮影を誘致・サポートしてきました。今後
も水戸がいろいろな媒体で取り上げられるよう頑張ってまいりますの
で、叱咤激励をよろしくお願いいたします。( 広報委員　沼田誠　記 )

　誰にも相談できず、一人で悩んでいませんか？あな
たのあらゆる心配ごとや悩みごとの相談に応じます。
電話相談はできません。予約ではなく、当日受付順に
相談をお受けしています。（無料）
●日　時　毎週木曜日（祝日を除く）
　　　　　13 時～ 15 時 30 分まで受付
●場　所　福祉ボランティア会館（赤塚 1-1  MIOS 2 階）
●問合せ　社会福祉協議会　☎ 309-5001

●心配ごと相談●

　出会いの機会を広げましょう。相談員が人生のパー
トナーに出会うお手伝いをいたします。まずはご本人
が登録にお越しください。
 登録に必要なもの　①独身証明書（本籍地の市町村窓口
で取得できます）②写真（全身立像、12㎝ ×8㎝、原則
写真館で撮影したもの）③申込料２千円（市外の方３千円）
●日　時　毎週土曜日（祝日を除く）
　　　　　13 時～ 15 時まで受付
●場　所　福祉ボランティア会館（赤塚 1-1  MIOS 2 階）
●問合せ　社会福祉協議会　☎ 309-1001

●結婚相談●

お知らせ ～ご相談ください～
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クラッカーの音でまつりスタート

第１４回ボランティアまつりinミオスが開催されました

メンズピア� 代表　加藤　格司
　私達、メンズピアは、男性だけのがん患者会、会員
９人です。昨年の９月に発足したばかりですが、がん
患者仲間の情報交換により、がん予防及び治療、生活
等を語り合い、がんの知識を深める事に有ります。主
な活動は会員の畑で収穫をしたり、そば打ちを楽しん
だりして会話を楽しんでおります。
　「最近体調が悪い」と感じた時では、もう手遅れに近
いのです。がん予防は、何よりも早期発見です。その
為には、がん検診を自分から積極的に受ける事に有り
ます。
　今後も、がん予防に関する市民フォーラム（集会）
等に参加して、がん予防の啓発をしたいとも考えてお
ります。

　様々な分野のボランティアサークルの活動紹介や体験を通して、ボランティア活動に関心をもってもらおう
と、水戸市ボランティア連絡協議会（平沼賢治会長）主催の「第 14 回ボランティアまつり in ミオス」が 10 月
18 日（日）、市福祉ボランティア会館で開催されました。
　今年度は～災害に備える！～をテーマに新しい非常
食備蓄法「ローリングストック法」が紹介されました。
従来の長期間保存の備蓄食ではなく、１年間保存の効
く缶詰やレトルト食品であれば定期的に消費して、そ
の都度補充しておけば災害時にも対応できるというも
ので、来場者の関心を呼んでいました。
　また、ボールプールや細長い板状の木材を用いたカ
プラ積み木で遊べるコーナーも設けられ、たくさんの
子どもたちで賑わいを見せていました。

あったか通信

アルファ米試食

（協力：水戸市地域
安全課）

オープニング
アトラクション

（演奏：みと
ぴよ音楽隊）

お知らせ
★収集ボランティアをしてみませんか
使用済み切手・テレホンカード・インクカートリッジ、書き損じハガキなどありましたら
ボランティアセンターへ

メンバーで協同して農業体験

非常食備蓄法「ローリングストック法」の紹介
みとちゃんも特別参加

大人気のカ
プラ積み木


